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論文内容要旨
 癌は一たび人体に発生したら,死に至るまで発育を止め恋いということが常識になっているが,
 放射線療法の進歩によって著るしい退縮状態をもたらすことができる様になった。他方,古くか
 ら自然退行を示した症例も数多く知られている。そこで癌巣が自発的にも瘢痕化し得る可能性に
 関心を抱き,抗酸菌病研究所にお・ける最近5年間の生検資料666例を病理組織学的に検索して,
 癌病巣の退行現象に関する形態学的研究をおこなった。資料は喋0嘱ホルマリン固定,パラフィ
 ン包埋切片とし,普通染色のほか弾力線維染{i怯,パス染色法,マロリ一三色法を施したが,必
 要に応じて凍結切片をつく夢,ズグン皿脂肪染色法や細網細胞鍍銀法(HOr七ega)を試みた。
 検査資料・666例のうち{45例は癌であったが,その大多数は'繁殖型に属し,21例だけが
 退行型の説明に有用であった。このうち高度の退縮所見をみたものは治療性放射性線維化を示し
 た7例(鼻腔癌2例,上顎洞癌5例)で,う2例(乳癌の局所再発1例,乳疵切除後ID頸部リン
 パ腺転移2例,胃癌の肝転移1例,胃癌の頸部リンパ腺転移i列,胆道癌の小捌髪移2例,肺癌
 ∂頸部リンパ腺転移4例,肺癌の他肺葉散布1例)は自発性線維化,2例(直腸癌,乳癌各1例)
 は・での前段階と看做されろ細綱一組織球匪の間質反応炎を伴うものであった。しかし放射性線本荘
 化の様に著明な退縮所見がみられた自発性誰凝錐化は,僅かに次の2例(1鴻¢)にナぎなかった。
 症例17,52才,男。当初右肺結核を疑われたが,化学療法は無効であった。右斜角筋前リ
 ンパ節生検が蔚こなわれ,肺癌と診断されフるリンパ節は軟膏'様の硬さを:呈し,鏡検すると,硝
 子イヒした病巣内に辛うじて癌細胞を識別する様なところがあった。
 症例21,46才,男。約6ヵ月聞,届誌核として治療されたが無効。右斜角筋前リンパ節生
 検によって小指頭大の堅いリンパ節を2箇発見した。組織学的には,固有のリソバ笥構造は消失
 して蓋衡髭組絵で占められ,その中に退行性変化に陥った融巣が散在していた。本例は右上葉切除
 を行なって原発性騰岳であることが確認されたが,術後約5ケ年を健康に生存している。
 以上の様に,一.度生じた癌巣が時と共1て退縮する形跡は生・倹資材からも明らかな端笑であるが,
 その機転として次に述べる様な間質反応が演ずろ役割を見逃がすことができ1飢(。
 症例-口,5コ才、女。左乳癌として拇指頭大の結節を摘除した。リンパ節転移は無かった。
 鏡検すると,単純癌の間質には小円形細胞の浸潤が著るしぐ,パス染色では円形細胞浸潤に包囲
 されて癌細胞が消化されてゆく様な光景を随所に認めた。ズダン肛染色では,癌細胞間に脂肪頼
 1臨調胞が浸潤して痴り,特に壊死巣には多数の脂肪負喰細胞が蝟集している砥かような所見は脳
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 軟化巣の清掃機転を紡仏させるので,脳髄のミク・ダリアや炎症薬の組織球性細胞を選択的に裳
 現するオルテガ鍍銀法を適用すると,癌組織の間葉性支柱が樹枝状に表現された。癌細胞力頓死
 に陥った場所では膨化した銀細胞が集簇してか9,この鍍銀標本にズダソ染色法を併用すると,
 之は上記の脂肪顆粒細胞に該当することが明瞭であった。癌細胞が消失して瘢痕性に退縮した個
 所では,自然薯の根魂を思わせるような銀細胞が紡錘形に移行して線維芽細胞に相応する形に変
 化している。かような好銀性の遊走細胞は血管周囲の外膜組織から派生することも観察された。
 この種の銀細胞が癌細胞そのものでないことは,オルテガ鍍銀法にパス染色法を併用すれぱ明ら
 かで,その際には紅染した癌細胞を好銀細胞の突起が章魚足の様に抱擁していることも判る。こ
 の様に,反応性の細胞浸潤の中に脂質の負喰細胞や線維芽細胞の発現が後続する様相は,結核病
 巣にオルテガ鍍銀法を適用した場合と類似してむり,この所見は癌の免疫学的現象について細胞
 学的な矢口.見を:」是{兵づ』るものと考えられ,る。
 コバルト照射によって臨床的に治癒と認定された症例でも,癌細胞は完全に消失しているとは
 いえず,線維性組畿の中に少数の悪性細胞と目される異型細胞は散在していた。従ってこの程度
 の所見を癌性の瘢痕と考えねばならない。これは小数化li国胞癌(Mini皿ized_ceUOan-
 cgr)の状態とも呼べるてあろう。一般に,瘡痕と呼ばれているものを検討すると,ある箇所に
 生じた繍誰性の』諏宿現象をその通則とし,卵巣(D自体や閉鎖体1性理的左瘢痕ともいえよう。猫
 の瘢痕は疵細胞の消失に伴う線維性収縮巣を意味することになろう。癌の壊死巣が結合織で被包
 されて濃縮する形跡は認められても,積極的に器化される所見は無かった。癌の瘢痕と認定した
 ものは,癌細胞の減少が結合裁の増殖を招来したものと看做された。間質反応は総進化が起る前
 夜像と俸F5訳された。
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 (1)コバルト照射によって退縮した鼻腔癌の組織像を観察し,癌性瘢痕は癌細胞の消失に伴う聞
 質の増加によって招来される。(2)かような癌巣の繍御生退縮現象は,治療を施さない癌患者の生
 検資料にも発見された。但しその頻度が低いのは生検の行われる医学的条件に関係があるので,
 真の瘢痕形成癌は健康と看做される個体の体内にのみ潜在するものと考えられる。(3)瘢痕の概念
 を吟味し,ある箇所に生じた線維性の収縮現象をその通性とする。(塁)癌組糠の細1轡鐙胞歪灘嗅像が
 結核病巣にオかける所興,と類似する印象から,癌巣の廠痕化に問質の反応性増殖が免疫学的な役目
 を担うことを想像する(An七i一七umOr-fibrosis)。(5塘の巨大疫壊死巣が線。維細胞の繁
 殖で器化される様な段階には未だ達してL(ない。その意味でMiniエnizeO-ceユ■Cancer)
 の所見をひとまず癌巣の退縮像と考えなけ「ればならない。
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 審査結果の要旨
 抗酸菌病・研究所における最近5年間の臨床検査資料666例を病理組織学的に観察して145
 例の癌症例を抽出したが,その大多数は繁殖型の癌に属し,21例だけが退行型に属することを
 見た。このうち高度の退縮所見に接したものは治療性放射性線維化を示した7例(鼻腔疵)で
 12倒(乳癌の局所1再発1,乳Jj、誓切除後の頸部リンパ腺転移2,胃癌の肝転移r,胃癌の頸二部リ
 ンパ腺転移4,胆道癌の1剣叢転移2,胸藷の頸部リンパ腺転移4,肺癌の他肺葉散布巣1)は自
 発性線維化の所見を示し,2例(直腸癌1,乳癌≦)は{1田網画組織球性の著るしい1同質炎を伴な
 う退縮前段階のものと看撒された。但し放射性線権化の様に著明な退縮所見を示した自発性線維
 化は誼かに2例にづ一ぎない。然し之は少ないからと云って無意義なものではなぐ・寧ろかような
 ものが偶然にも発見され言二ことに,重要な意味があると著:者は考えている。
 コバルト照射に.工って鯵床i'1勺に治癒と認定された症例でも,癌細胞は完全に消失しているとは
 云えず.雛性ll購の中に少数の悪樹田胞は擁してレ・た。1遣ってこの程度の所見を謝生のll賑
 ,拷えね1慧らないと・」もと,そ=1・し劇・蜘脳1碗癌(Minエm加eα一ce・・。a互cer)と冊
 べZ,所見で,痛性彊擁運は癌細胞の消失に伴なう間質の増加によって招来されろことが判る。著者
 は構想1,撫耀法・脂脇艪法を応肌て,反雄編厳潤の中に癬旧胞力鞘化される趣皇や脂
 質の負喰,照胞や線維芽細胞の発,見が後続する所見を明らかにし,かような癌巣の退{ll言過1樫に1,間
 質の反応、性増殖が1免疫学的左役目を担うであろうと推測した。
 以上の様に一度生じた痕巣が,時と共に退縮する形跡は生検資料からも明らかな事実であろが・
 発癌時点と末期の絶望的た解剖所見との問に長い潜伏期があることを想像し,担癌患者の生休内
 では,多ぐの、1臼砲学的闘争が藻返されることを推理している。疵に随伴する凝固壊死巣は掘細胞
 の嶋捌ミな生活条件によって発生するもので,かような壊死巣が億単に療・痕化されるものかどうか
 は未定であろ。著者は綴痕とは伺かという定義について明瞭な記載が無いことを指摘し,瘢痕と
 Narbeとは別な語原に由来することを認識した。Narboとは"局所の収縮〃であって・生理
 的に卵巣の排卵性瘢痕(白体)や姙娠性瘢痕(妊娠線)も甑rboに該当すろ。更に瘢痕と癌の
 関係についても,何れか一方が先行する場合と両者が併存する場合と三つの型式があり得ると論
 じた。この分類に従えば,著者の研究は"瘢痕形成瘍“に属する生体資料である。
 何れにしても,癌は一たび人体に発生したらゴ死に至るまで発育を止めないという常識に対し
 て,末期の病理解剖学的所見を生体に直結することの不合理を,強く反省せしめた点に・本研究
 の価随を認める。
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